
       徳風高等学校いじめ防止基本方針 

１ はじめに 

 「『いじめ』とは、児童生徒に対して、当該児童生徒等と一定の人的関係にある他の児

童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるも

のを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをい

う。」（いじめ防止対策推進法 第２条） 

 いじめは、いじめを受けた児童生徒（以下「生徒」という。）の教育を受ける権利を著

しく侵害するとともに、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみ

ならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせる恐れがある。このことから、本校で

は、全ての教職員が、いじめは重大な人権問題であり、決して許すことのできない行為で

あるとの認識のもと、学校教育全体を通して、生徒等一人一人に「いじめを決して行わな

い」、「いじめを決して許さない」という認識と、そのことを実践できる資質を養い、「い

じめのない学校」づくりを目指すものである。そのために、教職員自らが、いじめを決し

て許さないという決意のもと、いじめの問題への理解を深め、常に対応力を向上させるよ

う努力するとともに、全教職員が組織的に取組を進めることにより、学校生活の中で、生

徒が明るく生き生きと活動できる環境づくりに努める。 

 

２ いじめの防止等に関する基本的な考え方 

 本校では、すべての生徒および教職員・保護者が「いじめはどの学校でも、どのクラ

スでも、どの生徒にも起こり得る」という認識を持ち、いじめ防止等のための対策を以

下の基本理念の基に定める。 
(1) いじめ防止等のため、日頃から教育活動全体を通じて、豊かな心や道徳性、自律性

を育みます。 
(2) いじめは、被害側の児童生徒の心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であると

の認識に立ち、「いじめを許さない」学校づくりに取り組みます。 
(3) いじめの未然防止・早期発見・早期対応に努め、被害側の生徒を守り通すとともに、

加害側の生徒には適切かつ毅然とした指導を行います。 
(4) 学校内外を問わず、いじめ防止が図られるよう、学校・家庭・地域との連携協力に

努めます。 
３ いじめ防止等の対策のための組織とその役割 

(1) いじめ防止委員会 
   校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、各学年主任、人権教育担当、教育相談担

当 
※その他必要に応じて、心理や福祉の専門家、弁護士、医師、教員・警察経験者

などの外部専門家等を加えるものとする。 
(2) いじめ防止委員会の役割 

ア 徳風高等学校いじめ防止基本方針の策定と定期的な見直し、校内外への発信。 
   イ いじめ防止対策年間計画の策定と取組評価。 
   ウ 教育相談およびいじめアンケートの実施と結果集約。 
   エ いじめの認知および、解消に必要と考えられる調査や対応。 
４ いじめ防止等の指導体制 

 学校が組織的にいじめ防止に取り組み、いじめ防止等に関する措置を実効的に行うた

め、日常の教育相談体制や生徒指導体制を別に定める。 
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